
ふ
さ
は
し
く
、
ざ
こ
ま
で
も
浮
世
を
茶
か
し
た
る
筆
勢
、

殆
ざ
西
鶴
の
壁
を
塵
す
ご
い
ひ
つ
べ
し
、
六
年
以
前
に
か

く
の
如
き
名
文
畿
に
現
れ
あ
る
以
上
、
肺
野
堂
は
劉
底
劇

礪
の
汚
名
を
免
．
れ
が
た
か
る
べ
し
。
入
事
は
い
は
ん
、
此

交
の
彼
に
先
だ
ち
且
彼
よ
b
も
妙
な
る
こ
ご
は
異
論
な
し

但
こ
れ
も
亦
何
等
か
擦
る
研
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
か
、
曰
く

さ
る
事
も
絶
無
ビ
は
断
じ
が
曝
し
、
さ
れ
ざ
余
の
鑑
識
を

以
て
す
れ
ば
駈
謂
壁
書
彫
る
も
の
は
寛
文
以
前
の
も
の
に

愛
す
し
て
西
鶴
一
派
の
俳
博
学
新
交
膿
の
勃
興
以
後
の
作

ε
認
め
ら
る
れ
ば
、
敗
早
足
の
著
者
を
以
て
そ
の
原
作
者

こ
な
さ
ん
こ
ご
不
可
な
き
に
近
し
、
そ
れ
が
世
に
愛
即
せ

ら
れ
一
篇
濁
立
の
文
こ
な
さ
ん
が
爲
に
、
好
事
の
徒
に
よ

っ
て
屡
々
添
等
号
即
せ
ら
れ
、
漸
次
拙
劣
蕪
雑
に
陥
り
た

る
な
る
べ
し
つ
灸
正
九
年
二
刀
＋
日
陰
了
）

茶

山

L
薯

メ

影

．

文
學
士

西
　
田
　
直
　
二
　
郎

　
魯
井
封
蝋
、
　
一
H
、
市
亭
に
飲
み
で
蹄
る
ご
き
、
街
上

難
沓
の
問
に
一
老
翁
の
羅
宇
清
秀
の
も
の
を
見
て
、
呼
び

て
聡
く
、
翁
は
酉
備
の
菅
震
に
あ
ら
す
や
ご
、
翁
曰
く
是

な
り
ご
、
因
て
其
名
を
告
げ
、
…
逐
に
其
手
を
援
て
、
復
市

縷
に
登
っ
て
、
素
懐
を
喜
べ
櫓
を
熱
し
て
別
れ
だ
こ
云
ふ

　
　
　
第
五
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
茶
　
由
　
片
　
影

野
が
あ
る
。
こ
の
事
を
谷
文
章
が
、
茶
山
鵬
齋
日
本
橋
避
、

遍
圖
ε
し
て
導
き
、
研
勢
の
河
崎
敬
軒
に
輿
へ
だ
。
敬
軒

は
復
、
懇
諭
に
面
上
の
題
詩
を
求
め
た
．
鵬
齋
、
賦
し
て

「
身
是
關
東
酢
學
生
、
公
是
西
嶺
外
銀
翁
、
日
本
橋
上
笑

相
見
、
典
指
天
外
芙
蓉
峰
、
都
下
陰
欝
翁
寄
事
嚇
底
入
轟
寓

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
｝
二
流
　
（
二
四
九
）



　
　
　
第
五
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
茶
　
山
　
片
　
影

山
需
劇
中
し
ご
。

　
ご
の
事
は
天
保
十
一
年
河
崎
敬
軒
の
黄
葉
夕
陽
村
舎
紀

行
の
中
に
見
え
て
み
る
こ
こ
ろ
で
、
西
備
懸
士
菅
茶
時
が

詩
名
天
下
に
傳
ふ
ご
亜
ハ
に
、
交
を
訂
す
る
士
の
多
か
っ
た

こ
ご
、
、
新
知
猫
ほ
蒋
友
の
如
き
詩
人
の
風
懐
を
よ
く
表

は
し
て
み
る
よ
う
に
思
は
れ
る
。

　
茶
山
が
備
後
劇
画
の
紳
邊
に
隠
れ
、
加
護
淡
窓
が
豊
後

の
日
田
に
住
し
て
み
た
こ
ご
は
二
時
天
下
の
二
隠
の
如
く

言
は
れ
た
。
併
し
海
内
文
墨
の
徒
が
蕩
海
の
往
還
に
際
し

病
躯
城
外
の
黄
葉
夕
陽
村
念
を
訪
ね
、
或
は
書
を
寄
せ
て

春
問
を
な
す
も
の
が
多
く
、
泰
山
侯
の
優
遇
は
言
ふ
ま
で

も
な
く
桑
名
侯
の
松
李
樂
翁
公
が
其
の
吟
詠
を
賜
は
つ
だ

こ
ざ
な
ざ
が
あ
る
。
茶
山
が
居
な
が
ら
天
下
の
士
ご
交
る

鳩．

p
・
こ
の
多
か
っ
た
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
茶
山
に
就
い
て
は
黄
葉
夕
陽
村
舎
㎝
詩
集
、
花
月
吟
、
或

は
交
稿
の
外
に
、
却
っ
て
編
由
志
料
、
谷
語
学
山
風
俗
語

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
懸
晒
　
　
　
一
二
山
ハ
　
（
二
五
（
∪
）

室
町
志
、
常
游
記
、
大
和
日
記
な
ざ
の
編
著
の
あ
る
こ
ご

に
よ
っ
て
寧
ろ
吾
傍
の
興
味
を
惹
く
の
で
あ
る
が
な
ほ
、

共
用
が
常
に
國
吏
を
葡
し
て
，
家
訓
の
風
な
ら
ぬ
こ
ご
、

其
門
下
に
頼
由
陽
外
史
な
ざ
の
浅
て
図
る
こ
ご
な
ざ
に
於

て
少
か
ら
ず
注
意
に
値
す
る
も
の
で
あ
ら
う
ざ
考
へ
た
の

で
あ
る
っ
爾
進
ん
で
は
幕
府
の
末
世
仁
山
藩
の
風
定
、
藩

侯
阿
部
正
精
や
、
正
弘
の
周
園
に
於
け
る
藩
文
學
の
力
に

想
諾
す
る
ビ
茶
山
の
生
涯
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
ご
が
糧

々
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
偶
々
廉
廉
縣
の
池
田
杢
三
郎
氏
は
茶
山
に
間
す
る
書
簡

類
数
十
麺
を
藏
せ
ら
れ
居
る
由
を
友
人
醤
學
士
池
田
龍
一

氏
よ
り
聞
愚
り
・
、
其
の
閲
覧
を
願
ふ
た
が
、
其
の
逡
ら
れ
し

も
の
を
見
る
に
、
是
撫
茶
山
豊
熟
の
交
友
の
書
簡
類
で
あ

っ
て
、
王
命
埣
・
の
作
る
こ
こ
ろ
の
「
霧
潤
の
月
」
ご
云
ふ
も

の
一
懇
、
杏
埣
の
和
歌
書
簡
一
面
、
な
ざ
が
あ
り
、
茶
山

ご
頼
一
家
の
交
遊
、
當
時
諸
藩
の
荒
蒔
が
菅
太
中
先
生
ご

相
交
通
し
て
み
た
一
斑
を
知
る
こ
ご
が
出
來
、
私
に
ビ
つ



て
は
少
か
ら
澱
興
昧
を
労
え
た
の
で
あ
る
。
是
等
書
状
は

茶
山
に
宛
て
た
も
の
が
多
く
あ
っ
て
、
茶
山
の
交
友
に
は

如
何
な
る
人
の
あ
っ
た
か
、
興
の
交
誼
が
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
か
、
而
し
て
其
れ
か
ら
、
茶
山
の
生
涯
や
又
性

格
の
一
部
が
窺
ひ
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
は
れ
、
茶
田
の
瀟

山
及
び
江
戸
に
於
け
る
生
活
、
或
は
顧
山
笠
激
化
の
上
に

於
け
る
茶
山
の
位
鐙
を
了
解
す
る
に
曾
心
す
べ
き
営
々
で

あ
る
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

　
是
等
の
中
に
は
、
紫
野
栗
山
、
右
書
精
漿
、
三
無
堂
、

佐
藤
一
戸
、
近
藤
重
藏
、
廣
瀬
淡
窓
、
旭
荘
、
伊
能
忠
敬

大
槻
玄
幹
、
立
原
翠
軒
、
島
療
藩
の
儒
臣
岩
瀬
勘
李
、
黒

．
澤
惟
直
其
他
、
岡
木
花
亭
な
ざ
あ
り
て
、
其
交
遊
を
知
る

こ
ご
を
得
だ
。

　
是
等
書
簡
中
茶
山
の
も
の
に
は
、
其
塾
の
都
講
北
條
譲

．
四
郎
に
宛
て
、
、
本
年
米
作
の
良
否
を
語
っ
て
み
る
も
の

が
あ
る
の
は
、
こ
れ
は
茶
山
の
塾
、
廉
塾
に
は
茶
山
が
特

　
　
　
第
五
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
茶
　
肉
　
片
　
影

に
共
塾
を
維
持
す
る
方
漆
ピ
し
て
霞
ら
得
着
る
財
を
投
じ

て
田
を
購
ひ
、
野
田
こ
し
て
之
に
附
嵩
せ
し
め
て
あ
っ
て

廉
塾
の
経
論
が
輩
固
な
基
礎
の
上
に
あ
っ
π
事
實
ご
考
へ

合
す
こ
ご
が
嶺
來
、
η
〈
豊
年
な
り
ε
の
噂
あ
り
て
他
國
よ

り
乞
食
、
放
下
師
が
多
く
入
り
労
る
こ
ご
、
或
は
塾
住
の

二
十
四
五
人
結
難
し
て
騒
ぎ
共
一
人
置
放
旨
し
た
こ
ご
な

ざ
を
疏
5
0
げ
て
る
る
預
々
た
る
談
屑
…
の
裡
に
は
、
茶
山
塾
の

爆
況
を
窺
ふ
こ
ご
が
出
來
る
。
或
は
書
簡
の
末
端
に
茶
山

の
折
々
の
詠
草
ヶ
書
付
て
め
る
も
の
、
中
に
「
ね
ざ
め
し

て
う
れ
し
き
も
の
は
わ
ら
は
へ
が
ふ
み
よ
む
こ
え
の
き
こ

ゆ
な
り
け
り
」
な
ざ
の
和
歌
を
護
む
ご
老
詩
人
の
黄
葉
夕

陽
村
舎
の
暁
ご
子
心
懐
が
し
の
ば
れ
て
、
．
秀
麗
端
正
な
茶

山
の
瀧
詩
交
に
よ
っ
て
見
る
も
の
よ
り
も
一
履
風
ひ
か
る

る
や
う
患
は
れ
る
の
で
め
る
。

　
叉
他
方
、
茶
山
に
宛
て
た
諸
友
の
書
信
は
、
前
述
の
如

く
可
成
い
ろ
ぐ
－
の
方
面
の
人
々
を
含
ん
で
み
る
の
で
め

る
。
假
り
に
個
人
の
上
に
交
友
か
ら
受
け
る
影
響
が
比
較

　
　
　
　
　
　
　
錐
二
號
　
　
　
一
二
七
　
（
二
五
一
）



　
　
　
第
五
谷
　
　
維
　
纂
　
　
茶
　
肉
　
片
　
影

的
大
な
る
も
の
で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
、
又
此
の
如
き
人

々
の
間
に
自
然
に
生
起
さ
れ
る
一
種
の
環
境
こ
も
云
ふ
べ

き
も
の
、
こ
ご
を
考
へ
、
叉
そ
れ
に
よ
っ
て
促
さ
れ
く
る

知
見
の
展
開
ご
云
ふ
よ
う
の
こ
ご
を
許
す
な
ら
ば
、
変
遊

す
る
人
々
ビ
其
昔
問
は
其
個
人
を
了
解
す
る
上
に
於
て
種

々
の
暗
示
を
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
茶
山
に
於

て
は
、
是
等
書
状
の
中
か
ら
先
づ
注
意
を
惹
く
も
の
に
伊

能
忠
敬
が
あ
る
。
文
人
詞
客
の
翰
墨
の
多
い
こ
ご
は
さ
る

こ
ざ
で
あ
る
が
、
こ
の
測
量
學
者
の
綿
密
な
筆
致
で
書
い

た
細
糖
が
西
備
の
茶
山
廉
塾
に
來
る
こ
ご
は
一
寸
黒
蓋
い

も
の
、
や
う
に
思
は
れ
た
。
棄
し
て
八
月
二
十
一
臼
ご
あ

る
書
歌
の
一
嵩
に
は
、

　
　
然
ば
門
入
左
太
夫
儀
八
女
嶋
望
外
六
嶋
測
量
無
滞
相

　
　
濟
奮
冬
豆
州
下
田
港
泡
蹄
着
こ
駕
御
安
心
管
下
候
段

　
　
被
仰
下
御
深
意
添
番
謝
候
其
後
伊
豆
駿
河
相
州
之
内

　
　
所
々
枳
測
當
月
詣
三
日
一
同
無
難
二
蹄
府
議
候
　
箱

　
　
田
父
弟
大
悦
之
租
撮
要
候
特
黒
々
測
量
之
儀
も
右
嶋

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
二
八
　
（
二
五
二
）

　
　
々
に
て
纏
本
沿
海
ハ
相
濟
候
…
胸
黒
時
よ
り
來
年
中
に

　
　
は
地
圖
皆
濟
ご
興
亡
候
壁
塗
東
諸
城
下
並
川
々
奥
朋

　
　
三
越
之
内
蓋
残
候
城
下
街
穿
話
有
之
二
付
此
節
右
之

　
　
乱
序
欝
御
伺
二
・
相
成
肌
恢
若
被
仰
　
骨
候
得
一
ば
鯉
山
ハ
m
月
晒
曲
弾

　
　
出
立
來
三
四
月
香
嚢
に
可
和
成
候
愚
老
も
當
子
七
十

　
　
二
歳
に
相
成
候
間
地
竜
全
備
取
急
候
・
劔
此
之
者
貴

　
　
命
之
点
り
御
面
會
無
畳
束
候
御
保
愛
御
長
戸
新
輿
地

　
　
圓
御
一
覧
被
下
篇
様
置
所
候

ビ
あ
る
。
伊
能
勘
解
由
忠
敬
の
手
紙
こ
し
て
珍
ら
し
い
ビ

云
ふ
の
で
は
な
い
が
、
文
中
に
も
め
る
や
う
に
愚
老
も
當

三
七
＋
ニ
ビ
云
ふ
老
測
量
家
が
物
語
ご
し
て
は
鯨
重
す
べ

き
文
言
を
有
っ
て
み
る
。
こ
の
書
状
の
時
は
、
忠
敬
七
十

二
歳
、
文
化
十
三
年
の
子
の
年
に
當
り
て
、
共
前
年
に
は

伊
豆
七
嶋
の
測
量
を
鳴
り
、
共
年
ま
だ
測
量
の
一
隊
は
、

箱
根
薦
の
湖
、
富
士
裾
野
、
茄
川
筋
な
ざ
の
測
量
を
な
し
た

時
で
あ
る
。
忠
敬
已
に
こ
の
古
稀
の
齢
を
超
え
て
其
の
畢

生
事
業
の
輿
地
圏
の
全
備
を
急
げ
る
欺
を
よ
く
見
る
こ
ご



が
出
量
る
。
そ
れ
ご
共
に
西
備
の
茶
山
も
、
已
に
六
十
九

歳
、
忠
敬
は
茶
山
の
頽
齢
を
憂
ひ
て
、
保
養
ε
長
池
を
所

り
て
、
新
圏
の
完
成
を
一
覧
せ
ん
こ
ご
を
轟
う
て
る
る
。

而
し
て
術
ほ
來
年
の
計
劃
ビ
し
て
奥
朋
三
越
の
測
量
を
超

さ
ん
ご
し
て
み
る
こ
ご
が
こ
れ
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
の
で

あ
る
が
、
併
し
忠
敬
は
其
翌
々
年
交
政
元
年
を
以
て
残
し

て
み
る
。
其
の
喪
は
秘
せ
ら
れ
、
既
定
の
大
日
本
霧
海
輿

地
全
等
及
輿
地
實
秘
録
は
妓
後
三
年
に
幕
府
に
上
っ
て
み

る
け
れ
ざ
も
、
其
樂
ご
し
て
居
た
所
の
新
圖
は
途
に
忠
敬

の
生
前
茶
山
の
前
に
展
べ
る
乙
が
出
備
な
か
つ
だ
の
で
あ

る
。
叉
文
中
に
見
え
て
み
る
箱
田
父
弟
の
大
悦
ぐ
」
云
ふ
の

は
、
忠
敬
の
…
門
人
箱
田
最
ハ
輿
の
父
弟
を
指
せ
る
も
の
で
あ

る
こ
ご
は
明
か
で
あ
っ
て
、
箱
国
眞
興
は
、
後
の
榎
本
氏

で
か
の
榎
本
武
楊
の
父
で
あ
る
Q
こ
の
古
京
は
、
左
大
夫

ご
欝
し
て
、
備
後
國
安
那
郡
箱
田
村
か
ら
出
だ
入
で
あ
尉

か
ら
、
箱
田
氏
ご
茶
山
ご
の
郷
貫
の
近
い
こ
ご
や
蕾
誼
の

歌
を
考
へ
る
こ
ご
が
出
在
る
、
箱
田
興
與
が
忠
敬
の
測
量

　
　
　
第
五
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
茶
　
山
　
片
　
影

に
從
ひ
、
九
州
地
方
か
ら
、
こ
、
に
見
る
入
丈
島
の
測
量

ご
始
審
帯
下
に
め
っ
て
事
に
從
ひ
、
爾
ほ
忠
敬
の
致
後
壁

圖
の
完
成
ま
で
事
に
輿
っ
て
み
た
こ
ざ
を
思
ふ
ご
茶
山
ご

忠
敬
ご
こ
の
箱
田
民
こ
の
關
係
を
こ
の
書
駅
に
よ
っ
て
考

へ
る
こ
ご
が
出
來
る
。

　
騨

　
茶
山
ご
忠
敬
こ
の
間
の
如
く
、
叉
鞘
々
風
の
異
っ
た
変

遊
の
如
く
思
は
れ
る
の
は
、
大
槻
民
で
あ
る
。
大
槻
民
こ

の
交
誼
に
就
い
て
は
大
槻
立
幹
の
無
筆
が
あ
る
。

　
　
先
達
珍
御
出
監
置
趣
は
承
知
仕
候
諸
共
彼
是
御
悦
に

　
　
も
罷
出
不
申
失
敬
御
僧
恕
下
下
度
戸
別
來
盆
御
肚
健

　
　
に
古
意
在
奉
漫
評
候
爵
は
明
二
十
二
日
御
閑
暇
に
も

　
　
候
は
や
午
時
β
御
來
駕
被
下
聞
敷
哉
晶
群
小
集
御
座

　
　
候
に
付
帯
上
候
家
蔵
事
も
顛
三
舞
謁
仕
度
段
呉
々
ゆ

　
　
居
候
旬
日
四
明
方
へ
御
出
之
趣
承
知
仕
候
薄
暮
警
守

　
　
蕨
へ
罷
花
候
庭
御
漏
り
後
に
て
残
念
奉
端
野
翠
軒
は

　
　
同
所
へ
墾
り
が
け
私
家
に
も
立
寄
候
て
家
翁
へ
面
會

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
＝
一
九
　
（
二
五
三
）



　
　
　
錦
五
二
　
　
雑
　
纂
　
　
茶
　
山
　
片
　
影

　
　
い
た
し
、
由
に
御
座
候
私
事
は
導
亘
理
宅
藍
候
且
や

　
　
私
宅
は
四
明
翁
近
邊
雲
潭
書
工
隣
家
に
て
御
塵
候
釆

　
　
女
ヶ
原
大
井
土
向
ε
申
所
に
て
御
座
候
何
ご
も
御
繰

　
　
合
せ
御
光
駕
奉
壁
面
積
事
御
咄
仕
憂
事
奉
存
候
此
段

　
　
得
貴
意
度
態
々
以
頚
縄
舞
曲
御
座
候
以
上

　
　
　
霜
月
二
十
一
日

こ
れ
は
茶
山
、
江
戸
上
府
の
時
で
あ
ら
う
。
こ
の
書
東
に

於
て
大
槻
氏
の
蘭
斌
小
集
に
茶
山
の
招
講
せ
ら
れ
た
こ
ご

を
知
る
の
で
あ
る
、
主
幹
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
磐
塁
で
、

家
翁
ご
あ
る
は
父
碧
水
で
あ
る
。
蘭
學
楷
梯
の
般
石
水
や
蘭

學
凡
の
磐
里
の
皇
女
ヶ
原
の
宅
に
は
隣
に
雲
潭
書
伯
が
住

ん
で
居
り
、
其
近
邊
に
は
岡
山
侯
の
儒
官
の
四
明
翁
、
井

王
仲
龍
が
居
っ
た
、
四
明
は
大
束
食
貨
志
の
著
者
で
、
そ

れ
に
茶
山
が
交
通
す
る
二
ご
か
ら
、
水
戸
藩
の
立
原
翠
軒

が
立
寄
る
こ
ご
な
ざ
は
こ
の
一
書
の
裡
に
あ
ら
は
れ
て
み

て
お
も
し
ろ
く
思
は
れ
る
。
殊
に
茶
山
ご
蘭
魁
小
集
こ
そ

好
い
等
照
の
や
う
に
思
は
れ
て
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
＝
一
一
〇
　
（
二
五
四
）

　
茶
由
の
江
β
に
於
け
る
交
遊
ご
共
に
其
郷
里
に
於
て
は

頼
氏
の
外
、
九
州
の
廣
瀬
氏
が
特
に
棚
田
あ
っ
た
や
う
で

あ
る
。
巳
に
旗
瀬
風
窓
の
弟
旭
荘
が
茶
山
の
廉
塾
に
あ
っ

て
笠
一
撃
諭
を
受
け
た
の
で
、
其
れ
に
關
す
る
も
の
に
は
六

月
六
縛
の
廣
瀬
求
馬
の
書
簡
に
其
入
塾
の
初
め
こ
ざ
を
思

は
し
む
る
も
の
が
あ
る
、
求
馬
は
即
ち
淡
窓
で
茶
山
老
先

生
に
宛
て
た
る
一
書
は
、
「
然
者
下
陰
謙
吉
此
節
罷
田
候
庭

早
蓮
舞
講
被
仰
付
且
御
塾
留
…
滞
之
儀
御
許
容
郡
下
萬
端
卿

垂
垂
被
成
下
候
追
号
謝
恩
御
門
下
伺
候
仕
候
儀
は
小
生
宿

願
二
藍
得
共
多
病
に
而
不
果
進
取
児
満
願
専
領
段
甚
小
生

本
懐
に
候
前
書
に
も
申
上
候
通
田
舎
育
に
て
東
西
不
携
候

聞
何
卒
十
分
筆
楚
を
御
煎
へ
御
仁
講
候
模
」
な
ご
語
の
見

え
て
み
る
は
謙
吉
帥
ち
旭
荘
の
入
門
に
つ
け
て
淡
柿
の
心

や
り
を
見
る
こ
ご
が
出
島
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
爾
茶
由

に
宛
て
た
廣
謙
、
叉
は
日
面
ご
あ
る
書
痴
は
廣
瀬
謙
吉
ス

は
日
田
の
謙
吉
ご
云
ふ
こ
ビ
で
あ
っ
て
旭
荘
の
茶
山
に
或

は
在
塾
中
の
石
倉
を
謝
す
る
も
の
や
、
暑
中
確
論
を
問
ふ



も
の
、
あ
る
の
は
又
こ
れ
に
よ
る
の
で
め
る
こ
ご
は
言
ふ

ま
で
も
な
い
G

　
叉
数
多
い
書
簡
類
の
中
に
は
顧
一
家
の
も
の
多
く
あ
っ

て
、
特
に
頼
氏
ご
の
親
交
を
知
る
こ
と
が
出
綴
る
、
已
に

頼
撫
陽
は
茶
山
に
師
事
し
茶
山
先
生
行
状
を
作
っ
た
の
で

丁
度
廣
瀬
旭
荘
が
廉
塾
に
茶
山
の
慈
講
を
帯
け
た
る
を
以

て
後
、
青
茶
山
事
を
草
し
た
ε
同
じ
で
あ
る
、
殊
に
頼
一

家
に
於
て
は
杏
坪
は
茶
山
先
生
墓
銘
の
作
者
で
あ
っ
て
、

其
先
春
水
、
春
風
共
に
親
交
あ
っ
た
。

　
春
水
に
就
い
て
は
佐
渡
に
寄
船
漏
り
打
携
ひ
た
る
こ
ピ

十
三
人
前
打
殺
し
た
こ
ご
の
注
進
あ
っ
た
こ
ご
＼
を
記
し

て
み
る
も
の
も
あ
る
が
、
茶
山
が
交
化
元
年
常
総
の
素
行

の
作
ご
思
は
れ
る
常
陸
日
記
に
つ
い
て
の
評
言
し
て
「
日

だ
ち
総
記
風
俗
物
産
且
預
暑
湿
事
其
時
物
表
情
か
だ
み
、

可
凱
よ
く
も
御
記
し
も
の
か
な
膿
裁
よ
り
巾
さ
ば
江
戸
某

佐
竹
系
譜
な
ざ
の
類
に
煩
に
は
き
こ
へ
不
串
候
や
是
は
注

騨
に
被
成
本
文
に
か
は
ら
ぬ
が
よ
か
ら
ん
」
な
ざ
云
ひ
叉

　
　
　
第
．
五
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
茶
　
山
　
片
　
影

南
島
春
怨
の
魚
文
に
う
い
て
茶
山
の
評
言
を
乞
ふ
て
る
る

な
ざ
の
も
の
が
あ
っ
て
、
よ
く
覚
ハ
親
交
を
窺
ふ
こ
ご
が
出

來
る
。
玉
子
の
頼
山
陽
が
京
都
よ
り
出
せ
る
手
簡
に
は
、

廣
島
人
中
村
瑞
羊
ご
云
ふ
者
を
紹
介
し
．
其
者
の
軽
め
に

億
製
一
紙
を
賜
は
ら
ん
こ
ご
を
懇
願
し
或
は
京
都
春
寒
未

だ
去
ら
す
し
て
雨
雪
時
々
詣
る
正
月
末
の
、
伏
見
の
梅
信

を
報
じ
、
長
言
寺
あ
π
り
碧
色
を
述
べ
て
み
る
も
の
が
あ

る
、
其
他
惟
柔
杏
坪
に
つ
い
て
も
杏
圷
・
が
海
…
門
先
生
に
…
批

正
を
仰
ぎ
爾
ほ
茶
山
の
許
に
差
出
し
た
「
き
り
ま
の
月
」
ご

云
ふ
一
存
の
擬
古
文
禮
の
も
の
が
あ
る
の
こ
叉
白
兄
の
遺

稿
の
序
交
を
乞
ふ
た
こ
ご
、
叉
こ
の
惟
柔
の
書
歌
に
は
詠

史
と
し
て
器
量
義
信
や
、
武
田
勝
頼
や
、
幌
窩
先
生
、
石

川
当
山
、
齋
藤
別
當
、
木
曾
冠
者
、
仲
庶
呂
、
新
田
左
中

將
な
ご
を
詠
じ
て
み
る
和
歌
を
載
せ
て
み
る
な
ざ
除
骨
面

自
く
思
は
れ
る
。

　
其
他
佐
藤
捨
黒
部
ち
一
荷
が
林
祭
酒
よ
り
忽
諸
し
だ
稿

草
の
不
着
を
言
ひ
古
賀
蒸
、
柴
野
彦
助
、
古
賀
彌
助
が
詩

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
＝
一
二
　
　
（
五
ヲ
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

の
こ
ご
を
云
ひ
梅
辻
勘
解
由
、
鋼
馬
儒
毘
岩
瀬
勘
挙
、
又

近
藤
重
氏
な
ざ
の
も
の
が
あ
る
こ
ご
前
に
言
ふ
だ
如
く
で

あ
る
e
近
藤
重
藏
に
つ
い
て
は
黄
葉
夕
陽
村
企
詩
に
牧
め

て
あ
る
「
得
近
藤
鱈
蝦
夷
書
却
寄
五
首
」
を
思
ひ
起
す
だ
こ

ろ
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
箪
　
二
　
號
　
　
　
一
コ
ご
一
　
（
二
五
山
ハ
）

　
か
や
う
に
し
て
、
さ
き
に
も
述
べ
た
、
如
く
に
、
茶
話

の
交
友
は
幽
く
、
茶
山
の
西
南
に
か
く
れ
て
み
た
ご
云
ふ

も
、
輩
ハ
見
開
知
見
の
叢
叢
に
早
い
も
の
で
め
つ
て
、
こ
れ

は
藤
山
藩
の
氣
風
な
ご
を
考
へ
る
上
に
於
て
も
駅
程
注
意

す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

健

研
究
の
柔

縫
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
二
同
）

工
學
博
士

天
　
　
沼

俊

一

　
　
第
四
懲

　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
の
　
ぼ
ノ
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
柱
は
其
断
面
が
一
鳳
二
正
方
形
三
多
角
形
の
三
種
あ

る
。

　
う
の
　
　

　
一
二
柱
。
古
い
時
代
の
圓
独
は
遺
物
か
ら
見
る
ご
、
全

（

長
の
凡
そ
下
か
ら
三
分
の
一
位
の
駈
で
最
も
張
り
憎
し
て

居
る
。
此
の
張
り
出
し
を
「
肉
附
し
（
国
暮
霧
凶
し
。
）
ざ
い
ふ
Q
だ

か
ら
柱
は
徳
利
型
で
、
例
へ
ば
法
隆
寺
西
院
伽
藍
の
飛
鳥

時
代
の
建
築
の
柱
に
於
て
見
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
此
の


